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【
市
民
の
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が
完
成
す
る
ま
で
】

●
作
詞
♪

　

フ
レ
ー
ズ
の
募
集
を
行
い
、

９
５
７
件
の
フ
レ
ー
ズ
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
高
生
を

中
心
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
市
内
の
名
所
を
巡

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
経
て
、
集
ま
っ

た
フ
レ
ー
ズ
を
参
考
に
歌
詞
の

素
案
を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
詩
人
の
和
合
亮
一
さ
ん
の

協
力
を
得
て
歌
詞
が
完
成
し
ま

し
た
。 

●
作
曲
♪

　

決
定
し
た
歌
詞
に
ふ
さ
わ
し

い
曲
を
募
集
。
県
内
外
か
ら
52

曲
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員

会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

青
木
真
一
さ
ん
（
会
津
美
里
町

在
住
）
の
曲
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
完
成
♪

　

昨
年
９
月
27
日
、
市
長
へ
完

成
し
た
市
民
の
歌
の
完
成
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
報
告
で
は
、

制
作
実
行
委
員
会
委
員
長
・
副

委
員
長
か
ら
、
市
長
へ
楽
譜
と

提
言
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

歌
を
聞
い
た
市
長
は
「
お
だ

や
か
な
曲
調
と
田
村
市
の
豊
か

な
四
季
を
表
現
し
た
歌
詞
が
調

和
し
、
こ
れ
か
ら
の
田
村
市
に

ふ
さ
わ
し
い
曲
だ
と
感
じ
た
。」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

制15周年を記念し、市民の一体感をさらに高め、
いつまでも故郷を誇りに思う郷土愛を持つこと

ができるように「田村市市民の歌」を制作しました。
　制作は「市民の歌制作実行委員会」が担い、歌詞の
フレーズを公募し、中高生中心のワーキンググループ
で素案を作成。詩人の和合亮一さんの協力を得て歌詞
が完成しました。作曲も公募により会津美里町の青木
真一さんの作品が選ばれ、編曲などの作業を経て「田
村市市民の歌」が完成しました。
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田村市市民の歌は、市ホームページから
試聴・ダウンロードができます。▶▶▶
ぜひお聞きください♪
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和
わ ご う

合 亮
りょういち
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詩人

青
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一 さん

作曲家

▲

委
員
の
皆
さ
ん
が
市
長
に
完

　
成
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

●
普
及
に
向
け
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
民
の

歌
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用

し
、
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
、
防
災
行
政
無
線
の
時
報

メ
ロ
デ
ィ
や
市
役
所
電
話
の
保

留
音
へ
の
活
用
、
小
中
学
校
で

の
歌
う
機
会
の
確
保
な
ど
の
普

及
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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あおく　はるか　
　皆さんの故郷の丘をめぐらせていた
だきながら、美しい山河の姿に、心と
命のありかをあらためて深く見つめま
した。足を運ぶほどに、福島の原風景
の全てが、ここにあると感じ入りまし
た。フレーズを大事に綴らせていただ
きながら、春夏秋冬の美しさの全てが、

「田村」の響きそのものにあることをあ
らためて実感いたしました。
　めぐり、つながっていく、四季の彩
りの先に、悠久なる山野の歳月の実り

田村市の祖父母に思いをはせて
　私は静岡県の三島市という所で生ま
れ育ち、東京での生活を経て現在は会
津美里町に住んでいます。
　私の母は田村市 ( 船引町芦沢 ) の出
身であったため、昔から夏休み・冬休
みになると芦沢の祖父母の家に遊びに
来ていました。私にとって芦沢は幼少
期の懐かしい思い出がたくさん詰まっ
た場所です。
　昨年２月、いつもの様に朝刊を読ん
でいると、田村市市民の歌についての
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Message

［作詞協力］

［作曲・編曲］

と、暮らしの窓の優しい明かりがある
…。広がる空と大地の雄大さと、ふと
ころの深さを思い浮かべながら、親し
みをこめて口ずさんでいただきたく
願っております。
　皆さんの歌声が、未来の子どもたち
へ伝わる、高らかな声と深い息吹とな
りますように祈っております。皆さん
と一緒に肩を組むようにして、楽しく
歌い合える日を、作詞者として心待ち
にしております。

記事を見つけました。できあがった歌
詞に曲を付ける募集記事です。私は運
命的なものを感じました。歌詞を読み
上げていくと脳裏にフラッシュバック
していく田村の風景。歌詞を見ながら
ピアノを弾いて口ずさんでみると、自
然とメロディーが浮かんできました。
私自身、すごく良い曲ができたと思っ
ています。そして今後、皆さんに歌い
口ずさんでいただける曲になってくれ
ることを願っています。

　完成した市民の歌を市民の方と永く歌
い継いでいくための活動を企画・実施し
ていきます。
　その第１弾として「田村市市民の歌 お
披露目会」を開催します！
　当日は、作曲者である青木真一さんに
市民の歌を、船引中学校合唱部に合唱曲
をご披露いただきます♪

事前の申し込みは不要です。
ぜひお越しください。
●日時
　１月 29 日（日）午前 10 時～
　※午前９時 30 分開場
●場所
　市役所 １階 多目的ホール

「田村市市民の歌」お披露目会を開催します♪「田村市市民の歌」お披露目会を開催します♪
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